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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第17期

第１四半期
連結累計期間

第18期
第１四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自　平成25年10月１日

至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日

至　平成26年12月31日

自　平成25年10月１日

至　平成26年９月30日

売上高 （百万円） 43,715 63,451 205,234

経常利益 （百万円） 4,323 12,694 22,188

四半期（当期）純利益 （百万円） 2,066 6,361 9,556

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,452 8,843 11,696

純資産額 （百万円） 51,352 69,032 63,175

総資産額 （百万円） 76,503 104,936 100,545

１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 33.15 101.73 153.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 33.05 101.32 152.50

自己資本比率 （％） 59.8 56.3 54.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △2,729 6,952 15,024

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △2,389 △8,441 △11,457

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △1,787 △2,955 △765

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 21,703 27,255 31,439
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。　

　なお、当第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経

理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1)　経営成績の分析

平成26年３月末のスマートフォン保有率は53.5％と過半数を超えるまで拡大しております。また、スマート

フォン保有者のSNS利用率は63.3%に達しており、SNSサービスの普及が進んでおります（注１）。スマートフォン

の普及拡大を背景に、平成26年のスマートフォンゲーム市場は前年比20.4%増の6,584億円、スマートフォン広告

市場は前年比39.5％増の2,304億円（注２）と高成長が見込まれております。

このような環境のもと、当社グループは、スマートフォン関連事業に経営資源を集中し、当第１四半期連結累

計期間におけるスマートフォン関連の売上高は、売上高構成比（投資育成事業の売上高を除く）の77.1%まで拡大

する等、収穫期を迎えております。

この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は63,451百万円（前年同期比45.1％

増）、営業利益は12,535百万円（前年同期比194.0％増）、経常利益は12,694百万円（前年同期比193.6％増）、

四半期純利益は6,361百万円（前年同期比207.8％増）と大幅な増収増益となりました。

出所　（注１）総務省「平成26年版　情報通信白書」　

（注２）CyberZ／シード・プランニング「スマートフォン市場動向調査」及び「スマートフォン広告市場

動向調査」

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しておりますので、以下の前年同期比較

については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

　

①Ameba事業

「Ameba」のサービス拡充や運用・改善、構造改革等の成果により、売上高は9,550百万円（前年同期比32.0％

増）、営業損益は2,095百万円の利益計上（前年同期比9,319.8％増）となりました。

　

②ゲーム事業

ゲーム事業には、㈱Cygames、㈱サムザップ、㈱アプリボット等が属しております。

ネイティブゲームが牽引し、売上高は14,393百万円（前年同期比26.0％増）、営業損益は3,505百万円の利益計

上（前年同期比70.4％増）となりました。

　

③インターネット広告事業

インターネット広告事業には、当社のインターネット広告事業本部、㈱CyberZ、㈱CAリワード等が属しており

ます。

スマートフォン広告の順調な販売等により、売上高は33,186百万円（前年同期比35.7％増）、営業損益は2,886

百万円の利益計上（前年同期比39.3％増）となりました。

　

④メディアその他事業
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メディアその他事業には、新世代トークアプリ「755（ナナゴーゴー）」等のコミュニティ事業、エンターテイ

ンメント事業、㈱シーエー・モバイル等のメディア事業が属しております。

コミュニティ事業及びエンターテインメント事業の立ち上げに伴う先行投資により、売上高は4,449百万円（前

年同期比31.4％増）、営業損益は489百万円の損失計上（前年同期間76百万円の利益計上）となりました。

　

⑤投資育成事業

投資育成事業には当社のコーポレートベンチャーキャピタル事業、㈱サイバーエージェント・ベンチャーズに

おけるファンド運営等が属しており、キャピタルゲインを目的とした国内及びアジア圏の有望なベンチャー企業

の発掘・育成・価値創造等を行っております。

保有株式の売却等により、売上高は5,682百万円（前年同期比1,545.1％増）、営業損益は4,847百万円の利益計

上（前年同期比8,414.1％増）となりました。

 

(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は104,936百万円（前連結会計年度比4,390百万円の増加）となりま

した。これは、主に売上高の拡大に伴う受取手形及び売掛金の増加、投資先の上場に伴う営業投資有価証券の増加

によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は35,903百万円（前連結会計年度比1,466百万円の減少）となりまし

た。これは、主に法人税等の支払に伴う未払法人税等の減少によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は69,032百万円（前連結会計年度比5,857百万円の増加）となりまし

た。これは、主に四半期純利益の計上等に伴う利益剰余金の増加によるものであります。

（自己資本比率）

当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は56.3％（前連結会計年度比2.1ポイント増）となりました。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べて4,184百万円減少し、

27,255百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは6,952百万円の増加（前年同期間は2,729百万円の減少）となりました。

これは、主に利益の計上及び法人税等の支払によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは8,441百万円の減少（前年同期間は2,389百万円の減少）となりました。

これは、主に投資有価証券及び固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは2,955百万円の減少（前年同期間は1,787百万円の減少）となりました。

これは、主に配当金の支払によるものであります。
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(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 252,853,200

計 252,853,200
 

 

②　【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年１月30日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,213,300 63,213,300
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は100株
であります。

計 63,213,300 63,213,300 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年12月31日 － 63,213,300 － 7,203 － 2,289

 

 

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成26年12月31日現在

　

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 －  － －

議決権制限株式（自己株式等） －  － －

議決権制限株式（その他） －  － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 625,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 62,582,700 625,827
権利内容に何らの限定
のない当社における標
準となる株式

単元未満株式 普通株式 5,600 － －

発行済株式総数  63,213,300 － －

総株主の議決権  － 625,827 －
 

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式が13,900株含まれており

ます。また「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数139個が含まれております。

 

②　【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）      

㈱サイバーエージェント
東京都渋谷区道玄坂
一丁目12番１号

625,000 － 625,000 0.99

計 － 625,000 － 625,000 0.99
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年10月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

          
 (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 31,446 27,262

  受取手形及び売掛金 28,807 30,177

  たな卸資産 39 71

  営業投資有価証券 9,517 11,289

  その他 3,842 3,283

  貸倒引当金 △46 △52

  流動資産合計 73,605 72,033

 固定資産   

  有形固定資産 5,989 6,245

  無形固定資産   

   のれん 3,735 3,864

   その他 10,604 10,791

   無形固定資産合計 14,339 14,655

  投資その他の資産   

   その他 6,668 12,126

   貸倒引当金 △58 △124

   投資その他の資産合計 6,609 12,001

  固定資産合計 26,939 32,902

 資産合計 100,545 104,936

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 17,681 18,813

  短期借入金 30 61

  未払法人税等 4,604 4,081

  その他 14,014 11,535

  流動負債合計 36,329 34,492

 固定負債   

  長期借入金 － 160

  勤続慰労引当金 344 371

  資産除去債務 695 703

  その他 － 175

  固定負債合計 1,040 1,410

 負債合計 37,369 35,903
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 (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,203 7,203

  資本剰余金 2,393 2,447

  利益剰余金 44,745 47,358

  自己株式 △1,522 △1,321

  株主資本合計 52,819 55,687

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,415 2,926

  為替換算調整勘定 301 478

  その他の包括利益累計額合計 1,717 3,405

 新株予約権 199 203

 少数株主持分 8,439 9,736

 純資産合計 63,175 69,032

負債純資産合計 100,545 104,936
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

          
 (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 43,715 63,451

売上原価 28,740 38,167

売上総利益 14,974 25,284

販売費及び一般管理費 10,710 12,748

営業利益 4,263 12,535

営業外収益   

 受取利息 0 0

 持分法による投資利益 23 112

 為替差益 29 83

 その他 25 19

 営業外収益合計 78 215

営業外費用   

 支払利息 1 1

 消費税等調整額 2 39

 その他 14 15

 営業外費用合計 18 56

経常利益 4,323 12,694

特別利益   

 持分変動利益 162 1

 その他 68 0

 特別利益合計 230 1

特別損失   

 減損損失 478 829

 その他 104 276

 特別損失合計 582 1,106

税金等調整前四半期純利益 3,972 11,589

法人税、住民税及び事業税 683 4,267

法人税等調整額 1,024 301

法人税等合計 1,708 4,569

少数株主損益調整前四半期純利益 2,264 7,020

少数株主利益 197 659

四半期純利益 2,066 6,361
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

          
 (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,264 7,020

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 59 1,681

 為替換算調整勘定 99 26

 持分法適用会社に対する持分相当額 28 114

 その他の包括利益合計 187 1,822

四半期包括利益 2,452 8,843

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,181 7,824

 少数株主に係る四半期包括利益 270 1,018
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

          
 (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 3,972 11,589

 減価償却費 901 1,318

 のれん償却額 106 116

 減損損失 478 829

 売上債権の増減額（△は増加） △871 △1,417

 営業投資有価証券の増減額（△は増加） △562 85

 仕入債務の増減額（△は減少） △544 955

 未払金の増減額（△は減少） 7 △1,456

 未払消費税等の増減額（△は減少） 189 △921

 その他 459 637

 小計 4,136 11,738

 利息及び配当金の受取額 0 0

 利息の支払額 △1 △1

 法人税等の支払額 △6,865 △4,785

 営業活動によるキャッシュ・フロー △2,729 6,952

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △310 △218

 無形固定資産の取得による支出 △2,037 △2,417

 投資有価証券の取得による支出 △51 △3,169

 関係会社株式の取得による支出 △81 △1,360

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に対
する前期未払分の支払による支出

－ △927

 その他 91 △348

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,389 △8,441

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） － 30

 長期借入れによる収入 － 200

 少数株主からの払込みによる収入 287 318

 配当金の支払額 △1,992 △3,749

 自己株式の処分による収入 245 243

 その他 △328 1

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,787 △2,955

現金及び現金同等物に係る換算差額 161 259

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,745 △4,184

現金及び現金同等物の期首残高 28,448 31,439

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  21,703 ※１  27,255
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

１．連結の範囲に関する事項の変更

(1)連結の範囲の重要な変更

㈱GOODROID、㈱グリーンモンスター、㈱タクスタ、㈱Sanrenp、㈱ハシゴ、CA ADVANCE VIETNAM Co., Ltd.、

CA Korea Internet Fund １, L.P他７社につきましては、当第１四半期連結会計期間に新規設立したため、㈱

WITH（平成27年１月６日付で㈱WithEntertainmentに社名変更）につきましては株式を取得したため連結の範囲

に含めております。

 
(2)変更後の連結子会社の数

71社

 

２．持分法適用の範囲に関する事項の変更

(1)持分法適用の範囲の重要な変更

AWA㈱につきましては、当第１四半期連結会計期間に新規設立したため持分法の適用範囲に含めております。

 

(2)変更後の持分法適用関連会社の数

４社
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成26年12月31日)

 

現金及び預金勘定 21,709百万円 27,262百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △6百万円 △7百万円

現金及び現金同等物 21,703百万円 27,255百万円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月13日

定時株主総会
普通株式 2,180 3,500 平成25年９月30日 平成25年12月16日 利益剰余金

 

　(注) 平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っておりますが、１株当たり配当額につき

ましては、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月12日

定時株主総会
普通株式 3,749 60 平成26年９月30日 平成26年12月15日 利益剰余金

 

　(注) １株当たり配当額の内訳は、普通配当金40円、記念配当金20円であります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

(注)

四半期連結損益計

算書計上額
Ameba ゲーム

インター

ネット広告

メディア

その他
投資育成 計

売上高         

(1) 外部顧客への売上高 6,185 11,352 22,808 3,038 330 43,715 － 43,715

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,048 68 1,640 348 15 3,121 △3,121 －

計 7,233 11,421 24,449 3,387 345 46,836 △3,121 43,715

セグメント利益又は損失

（△）
22 2,057 2,072 76 56 4,286 △22 4,263

 

(注)セグメント利益の調整額△22百万円は全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

(注)

四半期連結損益計

算書計上額
Ameba ゲーム

インター

ネット広告

メディア

その他
投資育成 計

売上高         

(1) 外部顧客への売上高 7,934 14,333 31,483 4,017 5,682 63,451 － 63,451

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,615 60 1,703 431 － 3,811 △3,811 －

計 9,550 14,393 33,186 4,449 5,682 67,262 △3,811 63,451

セグメント利益又は損失

（△）
2,095 3,505 2,886 △489 4,847 12,845 △309 12,535

 

(注)セグメント利益の調整額△309百万円は全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

（セグメント区分の変更）

当第１四半期連結会計期間より、セグメント情報の利用者にとって明瞭で有用な情報開示を目的として、

「ゲーム・その他メディア事業」を「ゲーム事業」及び「メディアその他事業」へと変更しております。

また、当社グループ内の事業再編に伴い、事業の実態に合わせ、従来「Ameba関連事業」に属していた㈱AMoAd

を「インターネット広告事業」に、コミュニティ及びエンターテインメントに関する事業を「メディアその他事

業」に移管したうえで、「Ameba関連事業」の名称を「Ameba事業」に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しております。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
 至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
 至 平成26年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 33円15銭 101円73銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 2,066 6,361

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,066 6,361

普通株式の期中平均株式数(株) 62,336,938 62,534,126

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 33円05銭 101円32銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 180,741 250,136

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２７年１月２９日

株式会社サイバーエージェント

取締役会  御中

 

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   勢　　　志　 　　元   　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   瀧　　　野　　恭　　司　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サ

イバーエージェントの平成２６年１０月１日から平成２７年９月３０日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成２６年１０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２６年１０月１日から

平成２６年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サイバーエージェント及び連結子会社の平成２６年１２

月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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